
2024年度
東浦町水道事業及び下水道事業

審議会

下水道使用料の適正化について
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第３回
2025年１月21日(火)18時～
本庁舎３階合同委員会室



前回の審議内容より

第２回審議会より、使用料改定について３
つのパターンを提示しました。

① 従量使用料の単価を定額で増加させ
る。

② 従量使用料の単価を定率で増加させ
る。

③ 水量区分が上がるごとに増額率を逓
増させる。
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前回の審議内容より

いただいたご意見をピックアップします。

• 資金不足は明らかなので、各区分一律
にベースアップすべき。

• 他の自治体に比べ、大口使用者の使用
料単価が低いため、重点的に負担を求
める必要があるのではないか。

• 大口使用者はそこまで多くないので
は。大口使用者が少ないのであれば比
重を置いても効果が出ないと思われ
る。
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前回の審議内容より

最終的に出た結論について

• 従量使用料の単価を定率で増加させ
る。

• 従量使用料の単価を定率で増加させる
ことをベースに、少し大口使用者の負
担を上げてほしい。(②と③のハイブ
リット案)

→これで再度案を作ってみました。
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※パターン②を基準に単価を上げている部分をオレンジ
色にしています。



案を作成した結果

• 単価を５円単位で設定しているため、

変えられる幅は少ない。特に小口水量

区分はパターン②から変えられない。

• 定率をベースでいくのであれば1～10

㎥の単価は10円/㎥が限界。

• 全ての案で経費回収率80％に到達する

プランにできる。
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【参考】10㎥/月と11㎥/月の差

使用料 現行 ② HA HB HC ③

10㎥/月 750円 1050円 1000円

11㎥/月 835円 1165円 1115円

差 ＋85円 ＋115円 ＋115円
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1㎥当たり 現行 ② HA HB HC ③

10㎥/月 75.0円 105.0円 100.0円

11㎥/月 75.9円 105.9円 101.4円

差 ＋0.9円 ＋0.9円 ＋1.4円



【参考】水量区分別の構成率
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水量区分 水量 水量構成率 税抜額 金額構成率

０㎥ ０㎥ － 3,634千円 1.1％

1-10㎥ 280千㎥ 7.9％ 35,363千円 10.8％

11-20㎥ 1,126千㎥ 31.8％ 88,428千円 27.0％

21-30㎥ 1,025千㎥ 28.9％ 84,715千円 25.9％

31-50㎥ 626千㎥ 17.6％ 55,398千円 16.9％

51-500㎥ 244千㎥ 6.9％ 25,676千円 7.9％

501㎥- 245千㎥ 6.9％ 33,885千円 10.4％

合計 3,546千㎥ 100％ 327,099千円 100％

2023年4月～2024年3月の調定情報より(2024年9月30日出力)



【参考】水量区分別の構成率
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【参考】水量区分別の構成率
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【参考】水量区分別の構成率
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このグラフを見るポイント

水量の構成率と金額の構成率を比べて、各水量
区分のバランスがとれているかどうか。
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よろしくお願いします


